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Microsoft、 Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
その他、本マニュアルに記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。

はじめに

このたびは、画像認識ユニット　ＶＰ－Ａｘシリーズをお買い上げいただきまして、誠にありがとうご
ざいます。

本マニュアルは、ＶＰ－Ａｘシリーズのユーティリティソフトウェア「ＳＨＣ　Ｃｏｍｐｉｌｅｒ設定ガイド」につ
いて記載しております。

！ ご注意
●システムの構築やプログラム作成などの操作を行う前に、本マニュアルの記載内容をよく読み、書かれて

いる指示や注意を十分理解して下さい。誤った操作によりシステムの故障が発生することがあります。

●本マニュアルの記載内容について理解できない内容、疑問点または不明点がございましたら、弊社営業
窓口までお知らせ下さい。

また、弊社ホームページのお問い合わせのページからも受け付けておりますのでご利用ください。
http://www.kitasemi.renesas.com/outside/cgi-bin/esdd/vp_inquiry.cgi

●お客様の誤った操作に起因する、事故発生や損害につきましては、弊社は責任を負いかねますので
ご了承ください。

●弊社提供のハードウェアおよびソフトウェアを無断で改造しないでください。この場合の品質および安全
につきましては、弊社は責任を負いかねますのでご了承ください。

http://www.kitasemi.renesas.com/outside/cgi-bin/esdd/vp_inquiry.cgi
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１． 新規プロジェクトの作成

ＨＥＷを起動します。初めてＨＥＷを起動した場合やプロジェクトが何も設定されていない場合、下図の
ダイアログが表示されます。

①［新規プロジェクトワークスペースの作成］を選択し、②［OK］ボタンをクリックして下さい。

下図のダイアログが表示されます。

１．１ 新規プロジェクトワークスペースの設定

①[プロジェクトタイプ] は「Empty Application」をクリックし、②ワークスペース名、③プロジェク
ト名、④ディレクトリを入力し、⑤ツールチェインは[Renesas SuperH Standard]を確認します。

注意：ツールチェインの設定で、他の設定値が変化した場合は、再度設定し直して下さい。

その後、⑥［OK］ボタンをクリックします。

次に[1/4-CPU]に移ります。

①
②

①

②

③

④

⑤
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⑥



  [1/4-CPU]では、設定項目 ①［CPUｼﾘｰｽﾞ］：「SH-4A」を設定し、②［次へ］ボタンをクリックして下さい。
次に[2/4-ｵﾌﾟｼｮﾝ]に移ります。

  [2/4-ｵﾌﾟｼｮﾝ]では、以下のように設定し、④［次へ］ボタンをクリックして下さい。

設定項目 ①［ｴﾝﾃﾞｨｱﾝ］　 ： 「Little」
②［FPU］ ： 「Mix」
③［丸め方式］ ： 「Zero」

次に[3/4-ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ]に移ります。

１．１．１　ＣＰＵの設定

１．１．２ オプションの設定

①

②

①

②

③

④
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作成したプロジェクトの概要が表示されますので、①内容を確認して問題がなければ②[OK]ボタンを
押して下さい。

  [3/4-ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ]では、①ﾀｰｹﾞｯﾄの内容を確認し、②［完了］ボタンをクリックして下さい。

１．１．３ デバッカの確認

①

②

②
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１．１．４ 新規プロジェクトの概要の確認

①



２． ファイルの追加

プロジェクトにファイルを追加する場合は以下の手順で行います。

まず初めに、プロジェクトビルダーにＣ言語のソースファイルを登録します。この登録を行うことにより、
すべてのソースファイルがこのワークスペースにより管理されます。

メニューの①［プロジェクト］をクリックし、②［ファイルの追加］をクリックします。
次の画面が表示されます。

①

②

2-1



①追加するＣ言語ソースファイルを選択し、②[追加]ボタンをクリックします。

①

②

2-2



３． Ｃコンパイラの設定

Ｃコンパイラのオプション設定を行います。
まず、[Configuration Selection]のコンボボックスを[Debug]から[Release]に変更されていることを確認
して下さい。

メニューの①［ビルド］をクリックし、②［SuperH RISK engine Standard Toolchain］をクリックします。

［SuperH RISK engine Standard Toolchain］が表示されます。

①

②

3-1



①［コンフィグレーション：］「Release」、②［カテゴリ：］「ソース」、③［オプション項目：］
「インクルードファイルディレクトリ」を選択し、④［追加］ボタンをクリックします。

①
②

③
④

３．１ インクルードファイルの設定

①［相対パス:］コンボボックスから「Custom directory」を選択し、②[ディレクトリ:]にインクルードフ
ァイルのパス（[ｲﾝｽﾄｰﾙﾄﾞﾗｲﾌﾞ]:\[ｲﾝｽﾄｰﾙﾌｫﾙﾀﾞ]\SDK\SH\inc）を設定して、③[OK]ボタンをクリックして下
さい。

①

②

③

3-2



①[インクルードファイルディレクトリ]に「[ｲﾝｽﾄｰﾙﾄﾞﾗｲﾌﾞ]:\[ｲﾝｽﾄｰﾙﾌｫﾙﾀﾞ]\SDK\SH\inc」が設定された
ことを確認して下さい。

①[オプション項目:]コンボボックスから[マクロ定義]を選択し、②[追加]ボタンをクリックして下さい。

①

①

②

3-3

VisualC/C++でリモートコマンドを使用し作成した画像認識部をオンボードモジュールとしてコンパイ
ルする場合、ソースコードがボードを識別するためのボード識別子（デバイスＩＤ）付きのＡＰＩでコー
ディングされていればコンパイラのマクロ定義で[MULTI_BOARD_CONFIG]を定義して下さい。
なお、ソースコードがデバイスＩＤ無しのＡＰＩでコーディングされている場合は、
[MULTI_BOARD_CONFIG]を定義しないで下さい。

３．２ マクロ定義の設定



①[マクロ:]を「MULTI_BOARD_CONFIG」に、②[値:]を空欄に設定し、③[OK]ボタンをクリックして下さい。

①[Define]に、「MULTI_BOARD_CONFIG」が設定されたことを確認して下さい。

①

②

③

①
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４． リンカの設定

リンカのオプション設定を行います。

①［最適化リンカ］のタブをクリックし、②［カテゴリ：］「入力」、③［オプション項目：］「ライブ
ラリファイル」を確認後、④［追加］ボタンをクリックします。

①

②

③

④

4-1

４．１ ライブラリファイルの追加



⑤［相対パス：］「Custom directory」を選択し、⑥［フルファイルパス：］で以下のライブラリファイル
を選択し、⑦[OK]ボタンをクリックします。

⑧ライブラリファイルが追加されたことを確認してください。

⑤

⑥

⑦

⑧

4-2

ライブラリファイル名

ipxcmd.lib 画像認識コマンドＡＰＩ

内容 備考

ipxctl.lib

knlsvc.lib

fmdisk.lib

ボード制御コマンドＡＰＩ

μＩＴＲＯＮサービスコールＡＰＩ

ファイルアクセスＡＰＩ

※ライブラリのフォルダは[ｲﾝｽﾄｰﾙﾄﾞﾗｲﾌﾞ]:\[ｲﾝｽﾄｰﾙﾌｫﾙﾀﾞ]\SDK\SH\lib

tcpip.lib ＴＣＰＩＰ ＡＰＩ

usbapi.lib ＵＳＢ ＡＰＩ
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４．２ リロケータブルファイルの追加

①

②

③

④

リロケータブルファイル名 内容 備考

stdfnc.rel Ｃ言語標準入出力関数

⑤

⑥

⑦

⑤［相対パス：］「Custom directory」を選択し、⑥［フルファイルパス：］で以下のリロケータブルフ
ァイルを選択し、⑦[OK]ボタンをクリックします。

※リロケータブルファイルのフォルダは[ｲﾝｽﾄｰﾙﾄﾞﾗｲﾌﾞ]:\[ｲﾝｽﾄｰﾙﾌｫﾙﾀﾞ]\SDK\SH\lib

①［最適化リンカ］のタブをクリックし、②［カテゴリ：］「入力」、③［オプション項目：］「リロケ
ータブルファイル/オブジェクトファイル」を選択後、④［追加］ボタンをクリックします。
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⑧リロケータブルファイルが追加されたことを確認してください。

⑧



①［カテゴリ：］「出力」を選択し、②［出力形式：］「アブソリュート（ＥＬＦ／ＤＷＡＲＦ）」
を選択します。

上記メッセージボックスが表示された場合は、③［OK］ボタンをクリックします。③［OK］ボタンを選択す
ることにより④の出力ファイルの拡張子が[$(CONFIGDIR)\$(PROJECTNAME).abs]に変更されます。変更され
ない場合は、右側の[変更]ボタンをクリックし、拡張子を[abs]に編集してください。

①

②

③

4-5

４．３ 出力形式の設定

④

⑤

最後に⑤[デバッグ情報]から「なし」を選択します。



①［カテゴリ：］「セクション」を選択します。

②［追加］ボタンをクリックします。

①

②

4-6

アプリケーションの実行領域としてユーザーが使用できるエリアは、
      0x0880:0000 ～ 0x08FF:FFFF
までの８Ｍバイトです。この領域にプログラム、スタティックデータなどをマッピングするように、セ
クションを指定します。セクションは、メモリ上の配置を行うための最小単位です。以下にコンパイラ
が出力するメモリ領域とセクションの対応を示します。詳細は、【SuperH™ RISC engine C/C++コンパイ
ラ、アセンブラ、最適化リンケージエディタ ユーザーズマニュアル】の【9.1 プログラムの構造】の章
を参照してください。

領域

Ｐ プログラム領域

セクション名

定数領域

初期化データ領域

未初期化データ領域

Ｃ

Ｄ

Ｂ

機械語を格納

const型のデータを格納

初期値のある書換え可能データを格納

初期値の無い書換え可能データを格納

内容

４．４ アプリケーションの実行アドレスの設定



セッションのアドレスを指定します。

①［アドレス：］セッションの開始アドレスを入力し、②［OK］ボタンをクリックしま
す。

③セッションが追加されたことを確認します。

①

②

③

4-7



５． 標準ライブラリ

有効にする標準ライブラリを選択します。

［新規プロジェクトワークスペースの作成］を選択し［OK］ボタンをクリックして下さい。
下図のダイアログが表示されます。

①［標準ライブラリ］のタグをクリック後、②［カテゴリ：］「標準ライブラリ」を選択します。
③［カテゴリ：］のライブラリ群から有効にするライブラリをクリックします。

①

②

③

5-1



最新の標準ライブラリを作成し、リンクします。

①［カテゴリ：］「モード」を選択します。
②［モード：］「標準ライブラリファイル作成(オプション変更時）」を選択します。

①

②

5-2



６． CPUプロパティの設定

作成するオブジェクトのＣＰＵ種別を指定します。

①［ＣＰＵ］タグをクリックし、②［ＣＰＵ種別：］「ＳＨ－４Ａ」を選択します。
③［OK］ボタンをクリックします。

①

②

③

6-1
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